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原
告
ら
の
遺
骨
引
渡
し
に
関
す
る
請
求
及
び
供
養
料
の
請
求
は
、

遺
骨
の
特
定
あ
る
い

は
そ
の
請
求
の
法
的
根
拠
が
明
ら
か
で
な
い
の
で
、

こ
の
点
に
関
す
る
被
告
の
主
張
は
、

後
記
の
求
釈
明
事
項
に
対
す
る
原
告
ら
か
ら
の
釈
明
を
待
っ
て
述
べ
る
。

し
た
が
っ
て
、
被
告
と
し
て
は
、

一
九
九
三
年
八
月
二
三
日
付
け
訴
変
更
申
立
書
に
お

け
る
請
求
の
原
因
に
対
す
る
認
否
の
要
否
は
原
告
ら
の
右
釈
明
を
待
っ
て
判
断
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
本
件
事
案
の
性
質
に
か
ん
が
み
、
本
準
備
書
面
に
お
い
て
、

現
時
点
ま
で
の

調
査
に
基
づ
き
、

裁
判
所
の
理
解
に
資
す
る
程
度
に
お
い
て
、

以
下
の
と
お
り
認
否
す
る
。

請
求
の
原
因
第
一

(
遺
骨
返
還
等
の
請
求
に
及
ん
だ
経
緯
)

に
つ
い
て

被
告
が
祐
天
寺
に
浮
島
丸
の
沈
没
に
よ
る
遺
骨
を
収
容
及
び
保
管
し
て
い
る
こ
と
は
認

め
る
。

浮
島
丸
事
件
の
遺
骨
の
収
容
及
び
保
管
は
、

個
々
の
遺
骨
の
身
元
の
特
定
が
困
難
で
あ

っ
た
た
め
、
収
容
し
た
遺
骨
を
遭
難
者
名
簿
の
犠
牲
者
の
数
に
合
わ
せ
て
分
け
、
遭
難
者
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五 四 一一一
者 身 一 の 名フE

の フ巳 目'J 求 平 ミB虫円 年 日 請 国 で 簿

数 の 記 釈 成 求 七 本 求 が あ 上
特 一 明 -'- の 月 民 の 韓 る の一 /'¥ 

-@j- 定 言己 事 年 原 一 法 原 国
。
特

わ が 載 項 七 因 1¥ 因 政 定

せ 困 の 月 第 日 遺 第 府 人
て 難 と 一 一 付 骨 一 名一 一 一一
分 で お 一 け の 遺 を〆由、 r'"、、

』ナ あ り 日 各 の 所 遺 ~同ヨ」 付
、
"? 、一一 付 原 最 有 A同ヨ. 名 し

遭 た 浮 tr 昌Eコ二 1司CI 権 の 簿 て

難 た 島 第 の 裁 所 を
、

者 め 丸 -ノA¥- 事 判 関 有 渡 個

名
、
事 準 情 所 す 権 し 5jlj 

簿 被 件 備
、』ノ
判 る 、ーノ た

上 tEb コ の 書 決 規 ‘・・・ 骨、圃.

の は 遺 面 つ が 定 つ と つ
特
、
p-同J. の し、 あ が L、 』ま

定 収 の と て ーる な て つ
ー

人 ~ヨ~ 収 お 、ー 入
名 し n仕~ り と ‘司' て れ

は
、ー

を fこ 及 と は て

付 遺 び
宮a.(‘sE 、

τ品i.1‘s' 
、

め
し ~再:J. 保

る
原 め そ

て を 会届自

が
tct コ る の

、
遭 は り

。
後、

個 難
、

が 保そ
5j1j 者 個 の

伊国三

名 々 余 摘 し
~同J. 簿 の は す て

つ の 遺 不 る し、

ぼ 犠 ょ円a 知 平 る

牲 の
。
成 も
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入
れ
て
保
管
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
遺
骨
の
保
管
状
況
及
び
保
管
経
過
を
踏
ま
え
て
、

引
渡
し
を
求
め
る
具
体
的
な
対
象
と
、

れ
た
い
。

原
告
ら
が
遺
骨
と
し
て

そ
の
引
渡
し
を
求
め
る
法
的
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
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